
会
の
活
動
も

大
幅
に
自
粛

 

会
長

薄
井

和
彦

日
精
会
会
員
の
に
皆
様
に
は
日
頃
よ

り
ご
協
力
を
い
た
だ
き
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
４
月

10

日
の
定
期
総
会
を
「
中
止
」
し
ま
し

た
が
、
合
同
役
員
会
に
て
承
認
を
頂

き
ま
し
た
の
で
そ
の
内
容
で
行
動
し

て
い
き
ま
す
。
、
ま
た
、
５
～
６
月
に

実
施
予
定
の
各
部
行
事
も
「
中
止
」

と
、
会
員
の
親
睦
が
図
れ
な
い
残

念
な
現

状

で

あ

り

ま

す

。
又
、

日
光
市
内
を
始
め
全
国
的
に
イ
ベ
ン

ト
が
中
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。
５
月

25
日
に
全
て
の
都
道
府
県
で
国
の
緊

急
事
態
宣
言
が
解
除
と
な
り
、
全
国

的
に
社
会
経
済
活
動
が
再
開
さ
れ
ま

し
た
。
一
方
、「
新
し
い
生
活
様
式
」

が
示
さ
れ
る
等
、
引
き
続
き
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を
図

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
社
会
経
済
活

動
の
再
開
に
よ
る
人
の
移
動
の
活
発

化
、
ま
た
、
季
節
の
温
度
変
化
な
ど

に
よ
り
、
第
２
波
、
第
３
波
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、

一
人
ひ
と
り
の
基
本
的
感
染
対
策
と

し
て
、
身
体
的
距
離
の
確
保
、
マ
ス

ク
の
着
用
、
手
洗
い
、
ま
た
、「
３
密
」

回
避
（
密
集
、
密
接
、
密
閉
）
を
実

践
し
て
い
た
だ
き
、
ご
健
勝
に
て
過

ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ア
カ
ヤ
シ
オ

が
咲
く
四
月
、

厳
し
く
長
い
冬

に
閉
ざ
さ
れ
て

い
た
日
光
に
春

の
訪
れ
を
告
げ

る
祭
り
、
日
光

二
荒
山
神
社
「
弥
生
祭
」
。
そ
し
て

万
緑
し
た
た
る
五
月
、
生
命
あ
る

も
の
が
躍
動
す
る
日
本
列
島
は
本

格
的
な
お
祭
り
の
季
節
を
迎
え
る
。

全
国
的
に
も
有
名
な
日
光
東
照
宮

の
「
例
大
祭
」
神
輿
渡
御
祭
（
百

物
揃
千
人
武
者
行
列
）
で
あ
る
。

共
に
永
年
続
け
ら
れ
て
き
た
祭
典

も
、
世
界
中
に
拡
大
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
、
祭
典

中
止
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
。

「
二
荒
山
神
社
弥
生
祭
」
の
謂
れ

い
わ

 
日
光
二
荒
山
神
社
弥
生
祭
は
『
日
光

に

っ
こ
う

山
三
月
会
縁
起

』『
満
願
寺
三
月
会
日

さ
ん
さ
ん
が
つ

え

え

ん

ぎ

記
』
な
ど
の
資
料
に
よ
る
と
神
護
景
雲

じ

ん

ご

け

い

う

ん

元
年
（
７
６
７
年
）
に
始
ま
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
と
て
も
古
い
時
代
か
ら
の
祭

り
で
あ
る
。
３
月
は
、
「
弥
生
」
な
の

で
そ
こ
か
ら
「
弥
生
祭
」
と
つ
け
ら
れ

た
。
そ
の
当
時
は
旧
暦
が
用
い
ら
れ
て

い
た
が
、
明
治
６
年

（
1
8
7
3
年
）
か

ら
太
陽
暦
が
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、

４
月
に
行
わ
れ
る
が

現
在
も
「
弥
生
」
が

使
わ
れ
て
い
る

「
東

照
宮
例
大
祭

」
の
謂
れ
 

い
わ

東
照
宮
例
大
祭
は
、
神
社
が
創
始

さ
れ
た
日
を
祝
う
最
も
大
事
な
祭
儀

で
あ
っ
て
、
東
照
宮
の
場
合
は
、
東

照
公
の
御
遺
言
に
も
と
づ
き
、
元
和

げ

ん

な

３
年
（
1
6
1
7
年
）
４
月

17
日
に

現
在
の
静
岡
市
・
久
能
山
か
ら
公
の

御
遺
骨
・
御
神
霊
が
東
照
社
に
還
し

祀
ら
れ
た
こ
と
に
ち
な
み
、
毎
年

4

月

16
・
17
日
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
始

ま
る
。
明
治
時
代
に
太
陽
暦
の
採
用

に
と
も
な
っ
て
、
６
月
１
・
２
日
に
移

さ
れ
、
戦
後
は
農
繁
期
を
避
け
月
遅

れ
の
５
月

17
・
18
日
に
変
更
さ
れ
た
。

な
お
、
江
戸
時
代
よ
り
臨
時
祭
と
し

て
秋
季
祭
も
行
わ
れ
現
在
は

10
月

17

日
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

※
秋
の
大
祭

16
日
流
鏑
馬
・
17
日
神

輿
渡
御
祭
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
と
な

り
ま
す
。

日精会たより №１６９ ２０２０年(令和2年) 7月1

今

年

は

、

明

る

い

話

題

を

期

待

し

た

が

、

中

国

発

の

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ
ル

ス

感

染

拡

大

で

幕

を

開

け

、

瞬

く

間

に
、

世

界

中

に

蔓

延

し

東

京

五

輪

も

一

年

後

に

延

期

さ

れ

た

。

◇

こ

の

感

染

症

の

怖

さ

は

、

感

染

し

て

も

軽

症

の

た

め

自

覚

な

く

行

動

し

、

気

付

か

な

い

内

に

自

ら

が

感

染

源

と

な

る

こ

と

だ

。

更

に

は

ワ

ク

チ

ン

も

治

療

薬

も

な

く

、

肺

炎

が

重

症

化

す

る

速

度

が

速

い

事

や

、

血

栓

が

出

来

て

死

に

至

る

恐

ろ

し

い

病

だ

。

世

代

間

で

親

し

ま

れ

た

タ

レ

ン

ト

の

志

村

け

ん

さ

ん

が

感

染

確

認

か

ら

僅

か

６

日

で

肺

炎

の

た

め

に

死

去

し

大

き

な

衝

撃

を

受

け

た

。

そ

し

て

今

、

日

本

中

の

人

々

が

直

面

し

た

の

が

先

の

見

え

な

い

不

安

・

恐

怖

・

心

配

で

あ

る

。

マ

ス

ク

、

消

毒

液

等

が

売

り

場

か

ら

姿

を

消

し

た

の

も

一

因

と

考

え

て

い

る
。

◇

日

本

方

式

と

称

さ

れ

る

ク

ラ

ス

タ-

の

分

析

と

対

応

で

５

月

下

旬

に

緊

急

事

態

宣

言

は

解

除

さ

れ

第

一

波

は

収

束

し

た

。

◇

安

倍

首

相

は

災

害

が

起

き

る

た

び

に

危

機

管

理

能

力

を

ア

ピ

―

ル

を

し

て

い

る

が

、

後

手

後

手

に

回

っ

て

い

る

感

は

否

め

な

い

。

感

染

拡

大

を

阻

止

対

応

の

遅

れ

。

Ｐ

Ｃ

Ｒ

検

査

が

受

け

ら

れ

ず

自

宅

待

機

中

の

死

亡

例

。

医

療

用

品

の

多

く

が

輸

入

に

頼

っ

て

い

た

事

。

タ

イ

ミ

ン

グ

が

悪

い

全

世

帯

へ

の

マ

ス

ク

配

布

等

々

が

浮

き

彫

り

に

な

っ

た

。

◇

政

府

の

「

ア

ベ

ノ

布

マ

ス

ク

配

布

」

と

掛

け

て

「

森

友

学

園

や

桜

を

見

る

会

」

と

解

く

そ

の

心

は

国

民

の

口

封

じ

◇

専

門

家

会

議

の

議

事

録

問

題

や

消

費

喚

起

の

目

的

で

実

施

予

定

の

「

Ｇ

Ｏ

・

Ｔ

Ｏ

キ

ャ

ン

ペ-

ン

」

の

委

託

先

や

巨

額

な

事

務

委

託

費

の

問

題

な

ど
、

政

策

運

営

上

の

曖

昧

さ

が

目

立

つ

。

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ
ル

ス

と

共

に

早

急

な

終

息

を

願

い

た

い

。

（
Ｍ
・
Ｓ
）

日
精
会
た
よ
り

古
河
日
光
退
職
者
の
会

日

精

会

発
行
責
任
者

薄
井
和
彦

編
集
責
任
者

大
門
陽
利

わ ら く い け

和

楽

踊

り

も

本

部

の

動

向

◎
労
組
懇
談
会

4
月
22
日

薄
井
・
中
村

◎
役
員
会
議

5
月
7
日
・
6
月
18
日

（
そ
の
他
は
、
全
て
中
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。
）

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
為
、
開
催
日
程
が
変
更
に
な
っ
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
６
年
前
の
大
雪
以
来
の
中
止
と
な
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

日

常

生

活

さ

ま

が

わ

り

付祭り各町家体繰込み 4月 17 日
三神輿＝徳川家康公・源頼朝公・豊臣秀吉公

ウイルスの正体

日

光

の

春

の

祭

事

6 月 現 在

1 6 ７ 名

会 員 状 況



日
精
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
は
構
造
改
革
を
実

行
に
移
し
、
環
境
の
変
化
を
捉
え
、
変

化

を

超

え

て

、

柔

軟

で

強

固

な

企

業

体

質

と

な

る

べ

く

変

革

の

途

に

あ

り

ま

す

。

そ

の

施

策

の

ひ

と

つ

と

し

て

板

事

業

の

拠

点

集

約

を

図

り

、

日

光

製

造

所

を

来

年

三

月

に

閉

鎖

致

し

ま

す

。

七
年
前
に
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
が
発
足
し
、

生

産

最

適

化

を

目

的

に

日

光

製

造

所

と

名

古

屋

製

造

所

間

で

製

品

移

管

を

行

い

ま

し

た

。

そ

の

後

は

、

海

外

展

開

を

含

め

た

戦

略

を

進

め

、

三

年

前

に

計

画

を

策

定

し

た

際

に

は

堅

調

な

需

要

が

続

く

と

判

断

し

、

国

内

市

場

の

縮

小

や

海

外

競

合

の

進

出

と

い

う

危

機

感

を

計

画

に

反

映

す

る

と

い

う

経

営

的

判

断

が

不

十

分

で

し

た

。

そ

の

結

果

、

皆

様

に

約

束

し

た

経

営

指

標

を

達

成

で

き

ず

、

顕

在

化

し

た

課

題

を

改

め

て

熟

慮

、

検

討

し

、

構

造

改

革

に

着

手

致

し

ま

し

た

。

今

後

、

日

本

の

ア

ル

ミ

ニ

ウ

ム

業

界

を

牽

引

す

る

会

社

と

し

て

、

皆

様

の

期

待

に

応

え

ら

れ

る

よ

う

全

員

で

頑

張

っ

て

ま

い

り

ま

す

の

で

、

今

後

と

も

Ｕ

Ａ

Ｃ

Ｊ

へ

の

ご

支

援

を

宜

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

日
光
製
造
所
長

松
田

洋

ま

つ
だ　

　

ひ
ろ
し

《
歩
こ
う
か
い
部
》

 
第
２
回

 
11
月

10
日
（
火
）

群
馬
県
藤
岡
市
鬼
石
桜
山
公
園

（
参
加
者
少
な
い
場
合
は
、
延
期
）

《
Ｇ
ゴ
ル
フ
部
》

大
谷
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

８
時
30
分
集
合

参
加
費
５
０
０
円

 
第
２
回

 
10
月

21
日
（
水
）

《
ゴ
ル
フ
部
》

日
光
市
民
ゴ
ル
フ
場

８
時
30
分
集
合
 

参
加
費
１
０
０
０
円

 
第
２
回

 
10
月

3
日
（
土
）

 《
将
棋
部
》

日
光
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

９
時
30
分
集
合

参
加
費
１
０
０
０
円

 
第
２
回

 
9
月

12
日
（
土
）

 
第
３
回

 
12
月

5
日
（
土
）

《
囲
碁
部
》

南
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

 
９
時
集
合

  

参
加
費
１
０
０
０
円

第
２
回

11
月

6
日
（
金
）

《
カ
ラ
オ
ケ
部
》

 

 
今
市
カ
ラ
オ
ケ
バ
ン
バ
ン

12
時

30
分
集
合

参
加
費
７
０
０
円

 
第
２
回

11
月

13
日
（
金
）

《
女
性
部
》

日
程
な
ど
詳
細
は
未
定

☆
 
マ
ー
ク
の

答

え

 
厚
生
労
働
省
か
ら
公
表
さ
れ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
想
定
し

た
「
新
し
い
生
活
様
式
」
で
す

①
外
出
控
え

②
密
集
回
避

③
密
接
回
避

④
密
閉
回
避

⑤
換
気

⑥
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

⑦
手
洗
い

日精会たより №１６９ ２０２０年(令和2年) 7月2

4
月
4
日

坂
寄
保
之
助
さ
ん

95
歳

(

大
沢
東)

5
月
28
日

堀
田
清
之
さ
ん

80
歳

(

大
沢
西)

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

ご
逝
去

Ｕ

Ａ

Ｃ

Ｊ
日

光

製

造

所

残

念

な

が

ら

閉

鎖

◇期日：

１１月１０日(火)

「冬桜と紅葉」が

楽しめます

◇参加費：

5,000円

申込み締切

１０月２０日
星野晃一 26-5368

上尾宜行 53-0465

荒井重男 22-5590

福田三男 54-3553

各
部
行
事
予
定

秋のハイキング

加藤 茂 氏 プロフィール

大里 啓 氏 プロフィール

退
任
の
挨
拶こ

の
度
、
令
和

二
年
三
月
三
十

一
日
を
も
ち
ま

し
て
、
古
河
電

気
工
業
株
式
会

社
日
光
事
業
所
長
を
退
任
い
た
し

ま
し
た
。

日
光
事
業
所
在
任
中
は
、
公
私
と

も
に
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
誠
に
有

難
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な

お
、
後
任
に
は
「
大
里
啓
」
が
就
任

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
私
同
様
ご
支

援
ご
厚
情
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
お
別
れ
の
挨
拶

を
申
し

上

げ

ま

す

。

古
河
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

取
締
役

北
関
東
事
業
セ
ン
タ
ー

兼

日
光
支
社
長

加
藤

茂

就
任
の
挨
拶

こ
の
度
、
「
加

藤
茂
」
の
後
任

と
し
て
日
光
事

業
所
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て

は
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
専

心
職
務
に
精
励
い
た
す
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
何
卒
前
任
者
同

様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
里

啓

お

お
さ
と　

　

け
い

古
河
電
工

日
光
事
業
所

所
長
の
異
動

このマークは何だっけ？

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

答えは最下段

発 令 日 略 歴

1983年4月 1日 入社 日光電気精銅所 業務部 第一工程課

1991年6月27日 日光事業所 第一製造部 生産管理課

2003年6月16日 日光伸銅工場 製造部

2004年4月 1日 日光伸銅工場 特材部マネージャー

2006年1月16日 本社 金属カンパニー第一営業部マネージャー

2011年1月16日 関西支社 金属ｶﾝﾊﾟﾆｰ 条事業部 西日本営業部長

2016年4月 1日 日光 総務･CSR本部日光事業所長

2020年4月 1日 古河ライフサービス株式会社

発 令 日 略 歴

1985年4月 1日 入社 日光電気精銅所 業務部 第二工程課

1993年9月16日 本社 金属事業本部 金属第二営業部

2001年9月16日 本社 金属ｶﾝﾊﾟﾆｰ 第一営業部

～ 省 略

2017年4月 1日 本社 戦略本部 秘書室

2017年6月 8日 本社 戦略本部 秘書室長

2020年4月 1日 日光 総務･CSR本部 日光事業所長


